
社会福祉法人・施設・事業所等の
管理者の皆様へ大阪市社会福祉研修・情報センターでは

　全国社会福祉協議会・中央福祉学院が開発した福祉職員対象の生涯研修課程で、平成２６年度（管理
職員コースは平成２５年度）から実施します。あらゆる事業種別・職種を横断した福祉・介護職員全般を対
象にしています。階層別に求められる基本的教育内容を習得する研修の一つとして、ご活用ください。

◎大阪市福祉人材養成連絡協議会のホームページ（ウェルふるネット　http://www.welful.net）では研修
カレンダーの掲載やメールマガジンで研修情報を発信しています（要登録）。また、本協議会の構成会員団
体でも研修等を実施しています。詳しくは各団体や本連絡協議会のホームページを活用ください。

　平成17年9月、大阪市社会福祉審議会がまとめた「大阪市における福祉人材養成のあり方について」
の提言にそって、福祉人材養成に関わる機関・団体等の情報交換、連携、協力等を通して福祉人材の確保・
養成を図るため、研修実施機関・団体、事業者、専門職、社会福祉協議会、大阪市等が参画する協議体です。

構成会員

大阪市福祉人材養成連絡協議会とは
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キャリアパス対応生涯研修課程（科目概念図）

科目1
キャリアデザインと
セルフマネジメント

※事前・事後の課題に対して、上司等コメントを受領します

科目2
福祉サービスの
基本理念と倫理

科目4
人材育成･能力開発

科目5
業務課題の解決と実践研究

科目6
リスクマネジメント

科目7
多職種連携・地域協働

科目8
組織運営管理

科目3
メンバーシップ･
リーダーシップ

基礎科目

職場内研修あるいは事業者団体・専門職団体等の研修課程との連携

基軸科目 啓発科目

内　容

を実施します。「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」

・公立大学法人 大阪市立大学
　 （http://www.life.osaka-cu.ac.jp/index.html）

・大阪市社会事業施設協議会
　 （https://www.osaka-sishakyo.jp/shiru/shisetsu.html）

・大阪市児童福祉施設連盟
・大阪市保育所連合会
　 （大阪市私立保育園連盟HP http://o-shihoren.or.jp/）

・大阪市老人福祉施設連盟
　 （https://www.sirouren.jp/）

・大阪市生活保護施設連盟
・大阪市地域福祉施設協議会
　 （http://daichikyo.web.fc2.com/）

・大阪市障害児・者施設連絡協議会
　 （http://ossk.org/）

・大阪介護支援専門員協会
　 （http://www.ocma.ne.jp/）

・大阪医療ソーシャルワーカー協会
　 （http://www.omsw.jp/）

・大阪社会福祉士会
　 （http://www.oacsw.or.jp/）

・大阪精神保健福祉士協会
　 （http://oosakapsw.jimdo.com/）

・大阪介護福祉士会
　 （http://kaigo-osaka.jp/）

・大阪社会福祉士養成校協会
　 （http://www.jascsw.jp/）

・大阪介護福祉士養成施設協会
　 （http://www.kaiyokyo.net/index.html）

・大阪市福祉局
　 （http://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/index.html）

・大阪市社会福祉協議会
　 （http://www.osaka-sishakyo.jp/）

　大阪市福祉人材養成連絡協議会では、作業部会を設置し、福祉関係従事者向けの生涯研修体系
図を作成しました。
　業種や職種を問わず福祉関係職員に求められる基本的な教育内容を、各階層で求められる機能と
役割を照らし合わせながらまとめています。
　人材育成を担う管理職員として、ぜひ活用ください。

※体系図の第3段階（主任・チームリーダー）に書かれている教育内容に関する研修受講や自己研鑚を助言・指導します。

①体系図の教育内容も参考にしながら、上司（組織）として職員に求める役割を明確に示すことができます。職
員の育成方針を提示することで、職員は目標をもって仕事に従事することができ、モチベーションの向上や
処遇等への安心感につながります。

②所属長だけでなく、部門長やチームリーダー等の中間管理職員等の育成にも活用いただけます。
※次のステップに進むために何が不足しているのか、個人・組織ともに確認できます。

③体系図の教育内容は、福祉関係職員に共通する基本的内容であり、職種ごとに求められる専門的な教育内
容もあります。社会福祉施設連盟や職能団体が主催する研修や研修機関（大阪市社会福祉研修・情報セン
ター等）の研修を活用することでより良い人材育成につなげていきます。

　少子高齢化社会、社会関係の希薄化、生活課題の複雑化等の社会情勢を受け、福祉関係組織及び職員は、これま
で以上に質の高いスキルや専門性が求められており、福祉関係職員の確保・育成は、社会福祉組織のみならず、社会
全体の課題の一つといえます。
　人材確保が難しい一方で、福祉関係に就職した職員が離職していく要因の一つに、キャリア形成の不透明さが挙
げられています。キャリア形成は職員個人が描くものですが、同時に、それを支援する職場の環境や体制がなければ
実現が難しいといえます。本パンフレットは、福祉関係職員の人材育成の観点から、★職員の（将来の見通しへの）安
心感　★体系的な職員育成計画の活用　★職員処遇等の基準の一つ　として活用いただき、人材確保・育成につな
がればとの思いで作成しました。

活用例 Ⅰ

組織が示す職員の

キャリアアップの道筋（キャリアパス）

★所属する部下等をスキルアップさせる方針の一つとして活用
　「Aさん（中堅職員）に、チームリーダーとしてチームを引っ張ってほしい」

※各教育内容には、習得すべきテーマを記載しているので、研修企画や講師依頼する時の参考になります。

活用例 Ⅱ
★職場内研修の担当として、職員研修の企画立案に活用
　「場当たり的ではなく、体系的に職員研修プログラムを実施したい」

※面談等で部下が現在の階層で求められる教育内容が習得できているか、判断基準の一つとして活用できます。

活用例 Ⅲ
★管理職員として、部下の人事考課を行う時に活用

活用のポイント！


